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ノート 

三重県における過去 10 年間の風しんの 
血清疫学調査について（2009～2018 年） 

 

矢野拓弥，赤地重宏，松村義晴 

 

 

Seroprevalence of Rubella Virus in Mie Prefecture，2009-2018 

Takuya YANO，Shigehiro AKACHI and Yoshiharu MATSUMURA 

 

2014年～2017年の風しん患者は減少傾向であったが，2018年には全国で風しん患者が多数

報告され再流行に転じた．風しんの流行は2019年においても継続しており，妊娠女性（胎児）

への感染により先天性風しん症候群（congenital rubella syndrome：CRS）の発生が危惧されて

いる． 

三重県における過去10年間の風しんウイルスに対する赤血球凝集抑制（Hemagglutination 

inhibition：HI）試験による抗体保有状況の調査を実施したところ，成人男性は成人女性のHI

抗体保有率と比較して，各年齢群で下回る傾向がみられた．成人の男性および女性ともに陰

性者あるいは低い抗体価の者の存在が，今後の風しん患者の発生および増加に繋がることが

予想される．このことから成人男性の風しんワクチン接種率向上により，男性の風しん患者

を抑制することが，CRS発生の低減に繋がるものと思われる． 

 

キーワード：風しん HI抗体保有率，風しん幾何平均抗体価（GMT），先天性風しん症候群（CRS）

 

はじめに 

風しんウイルスは1962年に米国で初めて分離

され，ヒトのみを自然宿主とし，主として発熱，

発疹，リンパ節腫脹の症状を示す1-3）．注視すべ

きは妊娠初期に風しんウイルスに感染すると先

天性心疾患，白内障，難聴等を特徴とする先天性

風疹症候群（congenital rubella syndrome：CRS）

を引き起こす場合があることである4-6）．国内で

は小児へのワクチン定期接種により2000年以降

は2004年に比較的大きな流行があったものの，そ

の後は小児への大規模な流行は認められなくな

った7,8）．しかし， 2008年に風しんが全数把握疾

患の対象となった以来，2011年以降は，成人男性

を中心に散発的な職場内感染事例が相次ぎ9,10），

特に関西圏や関東圏において成人男性を主体に

風しん流行の兆しが認められた11-13）．これらの流

行は30代の男性が中心で，風しんが全数把握の対

象疾患となってからは，国内の患者報告数が初め

て増加に転じた 4,7,8）．その後，国内での2012～

2013年を中心とした風しんの流行が起こり，CRS

の発生が危惧されるなかで8）， 2013年には本県

において1997年以来14）のCRS患者が2症例確認さ

れた．CRSの対策には安全性と有効性が明らかに

されているMRワクチンの2回接種15）の実施によ

り，各人が高い抗体価を維持し風しんを抑制する

ことが重要である．そこで風しんウイルスの動向

予測および感染予防対策に資するため，三重県内

において過去10年における風しんウイルスに対

する抗体保有状況を調査したので報告する． 

 

対象と方法 

１．調査対象者 

感染症流行予測調査事業における過去10年間

（2009～2018年）の県内医療機関受診者および職

場健診受診者等のうち，採血時に本人または保護

者から本調査における検体および対象者情報の

使用について書面にて同意の得られた3,302人（男

性1,479人，女性1,823人）を対象とした．調査対
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象者の年齢，性別，採血年，ワクチン接種歴等は

本人または保護者記載の承諾書兼調査票の情報

を基に集計を行った． 

 

２．風しん HI 抗体測定 

調査対象者の風しんウイルスに対する血中抗

体価測定には赤血球凝集抑制（Hemagglutination 

inhibition：HI）試験を実施 16）し，HI 抗体価は

HIを起こした最高希釈倍数とした．HI抗体価が

陰性あるいは 16 倍未満の者に対して CRS の発

生を防止する風しんワクチン接種が勧奨 6）され

ていることから，抗体価 16倍以上（≧16 倍）を

陽性と判定し，調査対象者のHI 抗体保有率およ

び幾何平均抗体価（geometric mean antibody titer: 

GMT ）を算出した． 

 

結 果 

１．調査期間中の風しんHI抗体保有状況の推移 

採取年別の風しんHI抗体保有率（≧16倍）お

よびGMTを表1に示した． 

対象者（男性・女性）は 3,302人中2,753人

（83.4%）が陽性者で，GMTは47.1あった．10年

間のHI抗体保有率の範囲は72%～91.6%，同GMT

の範囲は34.8～56.7で推移していた． 

男性および女性別では、男性のHI抗体陽性者

は1,479人中1,142人（77.2%）で，GMTは44.6あ

った．HI抗体保有率は65.8%～89.8%，GMTは32.2

～56.2の範囲であった．女性の陽性者は1,823名中

1,611名（88.4%）で，GMTは48.9あった．HI抗体

保有率は77.3%～92.6%，GMTは36.1～57.1の範囲

であった． 

 

２．年齢群別風しんHI抗体保有状況 

調査期間（2009～2018年）の年齢群別のHI抗

体保有率（≧16倍）およびGMTを表2-1～2-3に示

した． 

1）0歳児のHI抗体保有状況およびGMT 

ワクチン接種前あるいは風しん未罹患である

ことが考えられる0歳児のHI抗体保有率（2009～

2018年の総計）は男性・女性（8.3%），男性（9.4%），

女性（7.1%），GMTは男性・女性（12.7），男

性（14.7），女性（11.3）であった．  

2）1歳児～9歳のHI抗体保有状況およびGMT 

2009～2018年（総計）のHI抗体保有率（男性・

女性）は1歳児（74%），2-3歳群（90.7%），4-6

歳群（89.5%），7-9歳群（94%）であった．GMT

は1歳児（46.8），2-3歳群（51.8），4-6歳群（44.8），

7-9歳群（39.2）であった． 

男性の年齢群別におけるHI抗体保有率は，1歳

児（72.6%），2-3歳群（89.1%），4-6歳群（88.3%），

7-9歳群（93.9%）であった．GMTは1歳児（45.3），

2-3歳群（51.1），4-6歳群（42.3），7-9歳群（38.6）

であった． 

女性のHI抗体保有率は，1歳児（75.5%），2-3

歳群（92.8%），4-6歳群（91%），7-9歳群（94.1%）

であった．GMTは1歳児（48.7），2-3歳群（52.6），

4-6歳群（48.2），7-9歳群（39.6）であった． 

3）10歳児～29歳のHI抗体保有状況およびGMT 

HI抗体保有率（男性・女性）は10-14歳群（89.2%），

15-19歳群（91.3%），20-29歳群（89.7%）であっ

た．GMTは10-14歳群（33），15-19歳群（32.3），

20-29歳群（42.5）であった． 

男性の年齢群別におけるHI抗体保有率は，

10-14歳群（84.1%），15-19歳群（91.3%），20-29

歳群（82.7%）であった．GMTは10-14歳群（28.6），

15-19歳群（29），20-29歳群（32.9）であった． 

女性のHI抗体保有率は，10-14歳群（93.9%），

15-19歳群（91.3%），20-29歳群（93.2%）であっ

た．GMTは10-14歳群（37.4），15-19歳群（34.2），

20-29歳群（47.9）であった． 

4）30歳以上のHI抗体保有状況およびGMT 

30歳以上（2009～2018年の総計）のHI抗体保

有率（男性・女性）は，30-39歳群（82.8%），40-49

歳群（82.7%），50-59歳群（76.5%），60歳以上

（83.9%）であった．GMTは30-39歳群（58.6），

40-49歳群（63.7），50-59歳群（75.7），60歳以

上（75.9）であった． 

男性（30歳以上）の陽性者は，30-39歳群（69.9%），

40-49歳群（68.9%），50-59歳群（69.7%），60

歳以上（86.6%）であった．GMTは30-39歳群（50.4），

40-49歳群（64），50-59歳群（78.1），60歳以上

（85.6）であった． 

女性（30歳以上）の陽性者は，30-39歳群（93.5%），

40-49歳群（93.7%），50-59歳群（84.6%），60

歳以上（80.4%）であった．GMTは30-39歳群（64.6），

40-49歳群（63.6），50-59歳群（73.2），60歳以

上（64）であった．  

 

３．成人層（30～49歳群）の風しん抗体保有状況 

成人層における30～49歳群（5歳区分）の男性

および女性の風しんHI抗体保有状況（≧16倍）

の10年間の推移を図1に示した．男性の抗体保有
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状況は30～34歳群（50～100%），35～39歳群（41.2

～85.7%），40～44歳群（50～100%），45～49

歳群（50～100%）であった．女性のHI抗体保有

状況は30～34歳群（87.5～100%），35～39歳群

（50～100%），40～44歳群（83.3～100%），45

～49歳群（70～100%）であった． 

男性の30～49歳までの各年齢群においてHI抗

体保有率が100%に達した採取年は，30-34歳群の

2017年，40-44歳群の2011年，45-49歳群の2010年，

2016年，2017年の計5回であった．一方で，女性

の30～49歳までの各年齢群においてHI抗体保有

率が100%に達した採取年は，30-34歳群の2010～

2014年，35-39歳群の2009年，2010年，2012年，

2013年，2018年，40 - 44歳群の2009年～2012年，

2017年，2018年，45 - 49歳群の2010年～2012年，

2014年，2017年の計21回であった． 

                                                                                                                                                                                    

４．風しんワクチン接種者のHI抗体保有状況 

風しんワクチン接種者（男性・女性別）のHI

抗体保有状況（≧16倍）およびGMTを表3-1～3-2

に示した．調査対象者の申告に基づいた風しんワ

クチン接種者（ワクチン接種不明者を除く）は男

性646人，女性977人である．HI抗体保有率（2009

～2018年の総計）は男性が87.5%，女性が92.3%，

GMTは男性37.7，女性43.7であった． 

 

考 察 

近年の風しん患者は2014年から2017年までは

減少傾向であったが，2018年には全国で風しん患

者2,917人の報告があり，再流行に転じた．風し

ん患者は2019年においても第12週時点で1,000人

を超えている状況である17）．我々は今後の風し

ん患者の動向予測および予防対策に資する目的

で，過去10年間の県民における風しんウイルスに

対する免疫状態を把握するため，風しんHI抗体

保有状況（≧16倍）の調査を実施した．その結果，

男性のHI抗体陽性者（全年齢層）は77.2%で，GMT

は44.6であった．一方で女性の陽性者（全年齢層）

は88.4%で，GMTは48.9であった．男性のHI抗体

保有率およびGMTはともに，女性より低く，今

後，男性への風しんウイルスの感染拡大が懸念さ

れる． 

男性および女性におけるHI抗体保有率の年齢

差は，20歳未満ではほとんど認められていないが，

20歳以上の同年代の男性と女性を比較すると，男

性のHI抗体保有率は低率となる傾向がみられた． 

成人層の30～49歳群の5歳区分におけるHI抗

体保有状況は男性と女性では，各年の年齢区分に

おいて成人女性の陽性者は概ね80%以上を維持

しており，採血年別にはHI抗体保有率が100%に

達している年が複数年でみられた．一方で，男性

の多くは女性のHI抗体保有率と比べ，各年齢群

において大部分で下回っていた．このことは，国

内において2018年以降，男性を中心とした流行17）

が続いていることに対する血清学的な裏付けと

いえる． 

近年における国内のCRS発生状況は，2012年4

例，2013年32例，2014年には9例が報告された18）．

その後，2018年以降の国内での風しんウイルス流

行により妊娠年齢女性のCRS発症リスクが高い

状況にあり，2019年には2例の報告（2019年5月13

日現在）がされている18）．本調査で男性および

女性ともに陰性者あるいは低い抗体価の者が存

在することが明らかとなり，今後の風しん患者や

CRSの発生が危惧される． 

調査対象者の申告に基づいた風しんワクチン

接種者（ワクチン接種不明者を除く）は男性646

人，女性977人であった．ワクチン接種者は80%

後半から90%前半のHI抗体保有率であり，男性お

よび女性のワクチン接種者におけるHI抗体保有

率およびGMTには差がないことからも，継続的

なワクチン接種による集団免疫が有効である．国

内では2019年から約3年間，第5期定期接種対象の

成人男性へのワクチン対策が実施される17）．男

性へのワクチン接種率向上により，男性の風しん

患者の抑制がCRS発生の低減に繋がることが期

待される． 

2020年度までの風しん排除達成に向けて，風し

ん対策に係る省令が改正19）され，早期にCRSの

発生を阻止し，風しん排除を達成するための積極

的な対策が必要とされる20,21,22）．しかし，近年の

国外における風しん流行23,24）による風しんウイ

ルスの国内への持ち込み例25,26）が報告されてい

る．今後，国内で開催される国際的なイベント等

で，我が国への渡航者の増加が見込まれ，国内へ

の風しんウイルスの侵入機会の増加が懸念され

る．風しん患者の早期発見のためにも迅速な風し

んウイルス遺伝子検査や毎年の血清疫学調査を

行うことで予防接種政策の策定やCRS発症リス

ク予測等の科学的根拠となる基礎情報の提供に

努めることが，我々，地方衛生研究所の重要な役

割であると考える．  
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検査数 陽性者数
抗体

保有率(%)
GMT 検査数 陽性者数

抗体
保有率

(%)

GMT 検査総数 陽性者数
抗体

保有率
(%)

GMT

2009年 124 94 75.8 54.7 214 195 91.1 52.1 338 289 85.5 53

2010年 119 98 82.4 50.5 172 151 87.8 57.1 291 249 85.6 54.4

2011年 129 100 77.5 56.2 167 154 92.2 57.1 296 254 85.8 56.7

2012年 111 91 82 55.1 168 152 90.5 55.1 279 243 87.1 55.1

2013年 177 129 72.9 32.2 113 98 86.7 39 290 227 78.3 34.8

2014年 224 166 74.1 53.1 205 181 88.3 48.4 429 347 80.9 50.6

2015年 158 104 65.8 35.4 185 143 77.3 36.1 343 247 72 35.8

2016年 130 104 80 37.7 149 123 82.6 40.2 279 227 81.4 39.1

2017年 127 114 89.8 44 244 226 92.6 48.9 371 340 91.6 47.2

2018年 180 142 78.9 41.6 206 188 91.3 53.8 386 330 85.5 48

計 1479 1142 77.2 44.6 1823 1611 88.4 48.9 3302 2753 83.4 47.1

＊GMT : geometric mean antibody titer.

採取年

男 性 女 性 計（男性・女性）

表１ 採取年別風しんHI抗体保有状況(16倍以上）

年齢群

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 9 0 0 13 23.1 16 8 12.5 16 17 17.6 13.9 10 0 0 14 7.1 10.1

1 20 80 59.3 25 92 68 30 73.3 53.8 22 81.8 64 33 69.7 36.4 25 68 44.3

2-3 27 96.3 85.8 29 100 72.1 26 88.5 64 36 88.9 42.7 23 95.7 47.3 17 76.5 26.9

4-6 19 94.7 59.5 20 85 45.3 22 90.9 56.1 21 95.2 53.8 21 90.5 34.2 21 90.5 50.2

7-9 20 85 34.3 13 84.6 33.8 11 100 49.7 10 100 42.2 14 100 39 8 87.5 58

10-14 25 88 37 29 86.2 29.7 22 90.9 32 23 95.7 53 18 94.4 33.3 19 94.7 33.3

15-19 30 93.3 42.2 29 96.6 36.2 24 100 45.3 28 96.4 38.3 31 96.8 35.9 64 95.3 34.6

20-29 76 93.4 54.2 62 88.7 66.3 66 92.4 56 56 89.3 52.7 25 96 32.9 96 87.5 35.9

30-39 45 86.7 51.1 36 80.6 75.7 48 79.2 72.7 32 93.8 86.4 42 73.8 40.3 52 80.8 64

40-49 36 83.3 64 17 88.2 88.4 23 95.7 96.4 21 100 92 40 70 30 53 73.6 107.6

50-59 30 70 53 15 80 67.8 12 66.7 59.7 6 66.7 90.5 27 48.1 23.5 36 72.2 121.4

60- 1 100 256 3 66.7 32 4 100 53.8 7 85.7 90.5 6 100 28.5 24 83.3 107.6

合計 338 85.5 53 291 85.6 54.4 296 85.8 56.7 279 87.1 55.1 290 78.3 34.8 429 80.9 50.6

年齢群

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 26 3.8 9.5 5 0 0 1 0 0 6 0 0 109 8.3 12.7

1 16 37.5 20.6 15 73.3 56.4 17 76.5 29.5 12 83.3 48.5 215 74 46.8

2-3 11 72.7 40.3 13 100 46.5 16 87.5 44.2 18 88.9 44.3 216 90.7 51.8

4-6 15 93.3 50 15 80 40.3 11 81.8 23.4 16 87.5 36.4 181 89.5 44.8

7-9 9 100 50.8 14 100 39 10 100 32 8 87.5 32 117 94 39.2

10-14 21 81 27.4 24 91.7 38.7 20 95 30.9 21 76.2 21.5 222 89.2 33

15-19 40 77.5 21.3 72 90.3 29.2 78 91 34.7 76 86.8 27.1 472 91.3 32.3

20-29 63 79.4 30 40 82.5 27.4 42 95.2 30.5 46 97.8 43.3 572 89.7 42.5

30-39 59 83.1 43.8 22 72.7 48.1 36 86.1 57.2 53 88.7 66.7 425 82.8 58.6

40-49 40 70 44.2 25 76 56.1 53 98.1 56.8 62 83.9 64.8 370 82.7 63.7

50-59 28 78.6 85 19 63.2 55.2 64 92.2 86 48 85.4 105 285 76.5 75.7

60- 15 80 38.5 15 66.7 112.8 23 95.7 109.3 20 80 69.1 118 83.9 75.9

合計 343 72 35.8 279 81.4 39.1 371 91.6 47.2 386 85.5 48 3302 83.4 47.1

＊GMT : geometric mean antibody titer.

表2-1 年齢群別風しんHI抗体保有状況（16倍以上：男性・女性）

2015年 2016年 2017年 2018年 計(2009-2018年）

2014年2009年 2010年 2011年 2012年 2013年



- 63 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢群

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 5 0 0 4 50 16 3 33.3 32 11 18.2 16 4 0 0 6 0 0

1 9 66.7 49.4 13 92.3 71.8 17 70.6 57.5 11 90.9 59.7 19 73.7 47.3 15 66.7 34.3

2-3 15 93.3 115.9 15 100 80.6 13 76.9 50.8 20 95 45.3 14 92.9 35.3 8 62.5 16

4-6 10 90 45.3 11 90.9 45.3 15 93.3 67.2 11 100 46.7 10 90 42.2 11 90.9 73.5

7-9 11 81.8 38.7 4 100 45.3 4 100 45.3 3 100 64 8 100 38.1 2 50 16

10-14 12 91.7 33.9 13 76.9 24 11 81.8 28.2 11 90.9 48.5 9 88.9 32 8 87.5 29

15-19 5 80 32 4 100 45.3 5 100 36.8 0 - - 4 75 32 35 94.3 28.2

20-29 7 85.7 64 14 78.6 45.3 15 80 60.4 18 77.8 39 16 93.8 29.3 43 83.7 29.8

30-39 13 61.5 45.3 20 65 60.7 23 60.9 60.9 12 83.3 119.4 34 67.6 30.3 21 61.9 67.5

40-49 11 63.6 105 7 71.4 48.5 10 90 109.7 4 100 90.5 29 65.5 29.2 35 62.9 136.3

50-59 25 76 52 11 90.9 64 9 66.7 70.7 3 66.7 128 24 45.8 22.6 23 60.9 199.9

60- 1 100 256 3 66.7 32 4 100 53.8 7 85.7 90.5 6 100 28.5 17 88.2 154

合計 124 75.8 54.7 119 82.4 50.5 129 77.5 56.2 111 82 55.1 177 72.9 32.2 224 74.1 53.1

年齢群

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 15 0 8 2 0 0 0 - - 3 0 0 53 9.4 14.7

1 10 30 16 8 62.5 48.5 11 81.8 36.3 4 100 38.1 117 72.6 45.3

2-3 7 71.4 50.8 9 100 54.9 8 100 69.8 10 80 27.4 119 89.1 51.1

4-6 10 90 50.8 8 62.5 22.6 8 75 17.4 9 88.9 27.4 103 88.3 42.3

7-9 3 100 50.8 5 100 36.8 5 100 27.9 4 100 32 49 93.9 38.6

10-14 11 72.7 25.4 11 90.9 36.8 10 90 22.6 11 72.7 18.1 107 84.1 28.6

15-19 5 80 13.9 31 93.5 31.3 37 94.6 29.6 35 85.7 27.2 161 91.3 29

20-29 35 74.3 27.7 20 80 26 5 100 21.1 18 94.4 33.3 191 82.7 32.9

30-39 27 77.8 39.9 9 66.7 39 9 77.8 78 25 80 50.3 193 69.9 50.4

40-49 20 60 37.6 10 60 50.8 12 91.7 99.5 26 69.2 54.3 164 68.9 64

50-59 11 81.8 118.5 9 77.8 86.1 15 80 86.1 25 72 137.7 155 69.7 78.1

60- 4 100 64 8 75 78 7 100 190.2 10 70 64 67 86.6 85.6

合計 158 65.8 35.4 130 80 37.7 127 89.8 44 180 78.9 41.6 1479 77.2 44.6

＊GMT : geometric mean antibody titer.

2012年 2013年

表2-2 年齢群別風しんHI抗体保有状況（16倍以上：男性）

2015年

2014年

2016年 2017年 2018年 計(2009-2018年）

2009年 2010年 2011年
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年齢群

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 4 0 0 9 11.1 16 5 0 8 6 16.7 11.3 6 0 0 8 12.5 10.1

1 11 90.9 68.6 12 91.7 64 13 76.9 49.7 11 72.7 69.1 14 64.3 24.9 10 70 64

2-3 12 100 60.4 14 100 64 13 100 79.2 16 81.3 39.7 9 100 74.7 9 88.9 40.3

4-6 9 100 80.6 9 77.8 45.3 7 85.7 39 10 90 64 11 90.9 28.2 10 90 34.3

7-9 9 88.9 29.6 9 77.8 29.6 7 100 52.5 7 100 35.3 6 100 40.3 6 100 71.8

10-14 13 84.6 40.3 16 93.8 34.9 11 100 36.3 12 100 57 9 100 34.6 11 100 36.3

15-19 25 96 44.6 25 96 34.9 19 100 47.8 28 96.4 38.3 27 100 36.4 29 96.6 43.7

20-29 69 94.2 53.4 48 91.7 73.3 51 96.1 54.9 38 94.7 59.3 9 100 40.3 53 90.6 41.4

30-39 32 96.9 52.7 16 100 90.5 25 96 80.6 20 100 73.5 8 100 98.7 31 93.5 62.5

40-49 25 92 55 10 100 119.4 13 100 88.1 17 100 92.4 11 81.8 32 18 94.4 80.6

50-59 5 40 64 4 50 90.5 3 66.7 40.3 3 66.7 64 3 66.7 32 13 92.3 67.8

60- 0 - - - - 0 0 - - 0 - - 0 - - 7 71.4 36.8

合計 214 91.1 52.1 172 87.8 57.1 167 92.2 57.1 168 90.5 55.1 113 86.7 39 205 88.3 48.4

年齢群

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 11 9.1 11.3 3 0 0 1 0 0 3 0 0 56 7.1 11.3

1 6 50 32 7 85.7 64 6 66.7 20.2 8 75 57 98 75.5 48.7

2-3 4 75 25.4 4 100 32 8 75 26.3 8 100 76.1 97 92.8 52.6

4-6 5 100 48.5 7 100 78 3 100 50.8 7 85.7 52.5 78 91 48.2

7-9 6 100 50.8 9 100 40.3 5 100 36.8 4 75 32 68 94.1 39.6

10-14 10 90 29.6 13 92.3 40.3 10 100 42.2 10 80 26 115 93.9 37.4

15-19 35 77.1 22.6 41 87.8 27.8 41 87.8 40.1 41 87.8 27 311 91.3 34.2

20-29 28 85.7 32.9 20 85 28.8 37 94.6 32 28 100 51.2 381 93.2 47.9

30-39 32 87.5 46.8 13 76.9 55.7 27 88.9 52.3 28 96.4 84 232 93.5 64.6

40-49 20 80 50.1 15 86.7 58.4 41 100 48.8 36 94.4 71.8 206 93.7 63.6

50-59 17 76.5 67.5 10 50 35.3 49 95.9 86 23 100 83.9 130 84.6 73.2

60- 11 72.7 32 7 57.1 215.3 16 93.8 84.4 10 90 74.7 51 80.4 64

合計 185 77.3 36.1 149 82.6 40.2 244 92.6 48.9 206 91.3 53.8 1823 88.4 48.9

＊GMT : geometric mean antibody titer.

2014年2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

2015年 2016年 2017年 2018年 計(2009-2018年）

表2-3 年齢群別風しんHI抗体保有状況（16倍以上：女性）
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図１ 成人層（30-49 歳群）風しん HI 抗体保有状況 
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検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 0 - - 0 - - 0 - - 0 - - 0 - - 0 - -

1 8 75 49.4 12 100 71.8 13 92.3 57.5 11 90.9 59.7 16 75 47.6 13 76.9 34.3

2-3 12 100 135.6 15 100 80.6 13 76.9 50.8 18 94.4 45.3 12 91.7 33.9 7 71.4 18

4-6 10 90 45.3 10 90 43.5 14 92.9 64 11 100 46.7 8 87.5 41.5 10 100 73.5

7-9 11 81.8 38.7 4 100 45.3 4 100 45.3 3 100 64 4 100 38.1 2 50 16

10-14 12 91.7 33.9 10 70 23.5 10 90 32 10 90 47 2 50 64 6 83.3 21.1

15-19 2 50 16 2 100 22.6 4 100 45.3 0 - - 0 - - 31 100 28.6

20-29 0 - - 0 - - 1 100 32 6 100 35.9 4 100 26.9 8 75 26.3

30-39 0 - - 1 100 32 0 - - 0 - - 6 83.3 25.4 0 - -

40-49 1 100 128 0 - - 1 100 128 0 - - 3 33.3 12.7 2 50 256

50-59 0 - - 0 - - 1 0 0 0 - - 1 0 0 0 - -

60- 0 - - 0 - - 0 - - 2 100 45.3 0 - - 0 - -

合計 56 87.5 51.9 54 92.6 51 61 88.5 50.4 61 95.1 47.7 56 80.4 35.1 79 87.3 32

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 0 - - 0 - - 0 - - 1 0 - 1 0 -

1 8 37.5 16 7 71.4 48.5 11 90.9 46.7 4 100 38.1 103 81.6 46.6

2-3 6 83.3 50.8 9 100 54.9 7 100 64 9 88.9 27.4 108 91.7 51.9

4-6 8 87.5 52.5 8 62.5 22.6 7 71.4 17.7 9 88.9 27.4 95 88.4 42

7-9 3 100 50.8 5 100 36.8 6 83.3 22.6 4 100 32 46 91.3 37.3

10-14 9 77.8 24.7 10 100 36.8 10 90 22.6 11 72.7 18.1 90 84.4 28.3

15-19 4 75 13.5 27 96.3 30.4 30 100 30.6 27 85.2 24.8 127 94.5 27.9

20-29 6 66.7 20.2 4 75 16 3 100 20.2 7 85.7 35.3 39 84.6 26.2

30-39 1 100 64 0 - - 2 50.0 64 4 100 90.5 14 85.7 44.1

40-49 4 50 45.3 1 0 - 2 100 45.3 1 100 64 15 60 46.7

50-59 1 100 512 1 100 128 1 100 512 0 - - 5 60 322.5

60- 0 - - 0 - - 1 100 128 0 - - 3 100 64

合計 50 72 31 72 88.9 33.6 80 92.5 32.9 77 85.7 28.2 646 87.5 37.7

＊GMT : geometric mean antibody titer.

表3-1 風しんワクチン接種者のHI抗体保有状況 （16倍以上：男性）

2015年 2016年 2017年 2018年 計(2009～2019年）

2014年2009年 2010年 2011年 2012年 2013年



- 67 - 

 

 

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 0 - - 0 - - 0 - - 0 - - 0 - - 1 0 -

1 11 90.9 68.6 10 100 64 12 83.3 49.7 9 77.8 64 12 75 24.9 6 100 64

2-3 10 100 64 14 100 64 12 100 76.1 16 81.3 39.7 8 100 83 9 88.9 40.3

4-6 9 100 80.6 8 75 43.1 7 85.7 39 10 90 64 9 88.9 25.4 10 90 34.3

7-9 8 87.5 29.3 7 85.7 39 6 100 64 7 100 35.3 2 100 32 6 100 71.8

10-14 9 88.9 34.6 15 93.3 35.1 9 100 37.3 9 100 54.9 0 - - 11 100 36.3

15-19 13 92.3 39.6 13 92.3 26.9 14 100 45.3 24 95.8 39.5 2 100 45.3 25 96 41.1

20-29 27 92.6 44.7 20 95 66.3 26 100 49 17 100 54.4 3 100 40.3 14 100 52.5

30-39 17 94.1 50.1 6 100 143.7 10 100 84.4 7 100 70.7 1 100 128 6 100 57

40-49 12 91.7 41.2 6 100 64 9 100 74..7 9 100 80.6 3 66.7 32 1 0 8

50-59 0 - - 0 - - 1 100 32 0 - - 0 - - 1 100 128

60- 0 - - 0 - - 0 - - 0 - - 0 - - 1 100 32

合計 116 93.1 47.5 99 93.9 52 106 97.2 54.3 108 93.5 50.8 40 87.5 37 91 94.5 44.6

検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT 検査数
抗体

保有率
(%)

GMT

0 0 - - 0 - - 0 - - 0 - - 1 0 -

1 5 60 32 7 85.7 64 6 66.7 20.2 6 83.3 64 84 83.3 48

2-3 4 75 25.4 4 100 32 7 85.7 26.3 8 100 76.1 92 93.5 52.5

4-6 5 100 48.5 7 100 78 3 100 50.8 6 83.3 45.3 74 90.5 47.5

7-9 6 100 50.8 9 100 40.3 5 100 36.8 4 75 32 60 95 41.7

10-14 8 87.5 26.3 13 92.3 40.3 10 100 42.2 9 88.9 29.6 93 94.6 37

15-19 32 78.1 22.1 37 89.2 28 36 91.7 40.3 35 85.7 26.8 231 90 32.4

20-29 12 83.3 32 3 100 50.8 22 95.5 33 20 100 52 164 96.3 47.1

30-39 4 75 26.9 3 33.3 64 12 100 32 12 91.7 80.6 78 93.6 60

40-49 6 83.3 64 4 75 26.9 11 100 32 15 100 50.8 76 93.4 49.2

50-59 0 - - 1 100 128 9 100 54.9 8 100 69.8 20 100 64

60- 0 - - 2 100 256 1 100 32 0 - - 4 100 90.5

合計 82 81.7 29.8 90 90 39.2 122 94.3 36.1 123 91.9 44.2 977 92.3 43.7

＊GMT : geometric mean antibody titer.

2016年 2017年 2018年 計(2009～2019年）

表3-2 風しんワクチン接種者のHI抗体保有状況 （16倍以上：女性）

2015年

2014年2009年 2010年 2011年 2012年 2013年


